
令和 8年３月
静岡県立浜松工業高等学校

令和６年度指定
スーパーサイエンスハイスクール
研究開発実施報告書　～第２年次～

静
岡
県
立
浜
松
工
業
高
等
学
校

令
和
六
年
度
指
定
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
研
究
開
発
実
施
報
告
書
・
第
二
年
次
　
令
和
八
年
三
月















- 28 - 
 

６ 校内における SSH の組織的な推進体制 
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７ 成果の発信・普及 

 平成 28 年度より校内の生徒研究発表会をアクトシティ浜松大ホールで実施することで、研究

への取組の意識を高め、各学科の代表者による質の高い研究およびその成果の発信と普及に取り

組んできた。また、令和２年度からは、夏休みを利用して中学生とその保護者を対象に、すべて

の課題研究のテーマ発表をポスターセッション形式で行い、途中経過ではあるがその成果の発信

と普及に取り組んでいる。 

以下に令和７年度の実施内容で、その取組を示す。 

 

(1) 生徒研究発表会・成果報告会の実施目的 

SSH 研究開発課題『「令和の日本型学校教育」における、これからの工業高校のあり方を示

す先駆的な研究』の取組を発表することで、生徒・保護者、中学校教員、県内高校生、高校

教員、企業、その他関係者に SSH の活動、成果について情報共有し、その意義を理解してもら

う。また、本校生徒の課題研究、文化部の探究的活動の充実を目指す。 

ア  方法 

日時 令和７年 12 月 17 日（水） 

会場 アクトシティ浜松 大ホール 

内容 12:40～12:50 開会式 

12:50～13:40 基調講演『ユーザー視点の Creative 発想』 

  静岡文化芸術大学 准教授 宮地 良治 氏 

（本校 SSH 運営指導委員） 

13:40～13:50 SSH 研究成果報告 

14:05～15:35 生徒研究発表（８学科） 

  ① 理数工学科『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』 

  ② 電気科『人口衛星による人命救助システムの研究』 

  ③ デザイン科『組み換えでひろがる農具の研究』 

  ④ 土木科『モルタルどこまで耐えられる？』 

  ⑤ システム化学科『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』 

  ⑥ 機械科『農業設備の自動化』 

  ⑦ 建築科『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』 

  ⑧ 情報技術科『BLE 信号を用いた位置推定手法の研究』 

15:30～15:40 閉会式 

 

イ  実施の評価とその効果 

アンケート（回答数：1048 件）を評価し、有効性を検証する。 

〈本校生徒アンケート〉 

① 探究（問題解決）の過程や方法、及びプレゼンテーションの方法等は参考になったか。 

 

75.1% 20.2%

1.0%

0.3%
3.4%

そう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答
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② RACE 学習スパイラルを意識することができたか。 

 

 

〈全体アンケート〉 

① 社会的な課題に着目した研究テーマであったか。（複数回答可） 

 

② 研究のねらいや仮説が明確であったか。（複数回答可） 

 

③ データやグラフを効果的に活用していたか。（複数回答可） 

 

44.6% 41.7% 8.4%

1.9%

3.4%

そう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答

641
387

262
279

172
280

477
520

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』

541
380

276
245

312
365

344
486

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』

380
297

319
401

320
287

257
375

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』
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④ 研究が探究的（課題解決的）に行われていたか。（複数回答可） 

 

⑤ プレゼンテーションが分かりやすかったか。（複数回答可） 

 

⑥ 研究内容に興味をもつことができたか。（複数回答可） 

 

＜アンケートの記述より抜粋＞ 

・全体的によく研究されていてとてもすごいと感じた。また社会問題と結びつけて考えられ

ていて良いと思った。自分が物事を考える時の視点が広がり、いい刺激を得られた。 

・全体的に発表のテーマや実験が具体的でクオリティが高く、２年間の努力が伝わってき

た。 

・テーマを見つけること、研究し続けること、結果を出して考察し今後につなげること、人

に伝えるためにプレゼンを作ること、全て簡単にできることではないと思うので尊敬しまし

た。 

・仮説と結果が思ったように行かなかったとしても、そこから課題を考えている点が、これ

からの自分の課題研究でも意識して行いたいと思った。 

・結果から得た課題から更に解決策を考え、探究心を感じられた。客観的に見られていれば

いるほど説得力を感じられた。 

・社会のため、誰かのため、という研究目的があった上で研究設計が考えられていて、とて

も良かった。 

518
394

268
294

341
386

374
477

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』

536
309

506
259
260

406
369

431

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』

545
328

291
232
240

323
366

455

『微生物を利用した石油系プラスチックの分解』
『人口衛星による人命救助システムの研究』

『組み換えでひろがる農具の研究』
『モルタルどこまで耐えられる？』

『染まる？染まらない？その答えは繊維の中に』
『農業設備の自動化』

『循環する住まい～豪雨を生かした防災住宅～』
『BLE信号を用いた位置推定手法の研究』



- 32 - 
 

・全く知らない分野でも理解ができるように表現されていたのが印象的で、言語化能力の必

要性を感じた。 

・社会や将来の様々な状況下で必要とされるようなテーマ設定ができていたと思う。 

・どの発表も研究によって解決する問題と、新たに生まれる問題が何かをしっかり考えられ

ていた。 

 

ウ  考察 

全体を通して最も顕著だったのは、生徒一人ひとりが「知識や技術を学ぶ立場」から、「学

んだ知識や技術を用いて社会課題に向き合う立場」へと意識を変容させていた点である。 

研究テーマの多くが、災害、環境問題、高齢化、地域課題といった現実社会の問題に着目し

ており、課題研究の枠を超え、実社会への適用を強く意識した探究活動となった。また、各

学科の専門性が研究内容に明確に反映されている。理数工学科における科学的検証と発想

力、情報技術科、電気科における技術的実装力と論理性、システム化学科、建築科、土木

科、機械科における構造理解と実用性、デザイン科における人間中心設計と視覚的説得力

等、学科ごとの強みが的確に生かされており、工業高校における専門教育の成果が示されて

いた。 

さらに、プレゼンテーションの面においても、例年と比較して大きな成長が見られた。スラ

イド構成、図表や動画の効果的な活用、聞き手を意識した説明等、多くの発表が「人に伝え

るための研究発表」となっており、専門外の教員や生徒、保護者にとっても理解しやすい内

容となっていた。 

運営指導委員による質疑応答においては、自らの研究を客観的に捉え、その限界や課題を認

識した上で応答しようとする姿勢が見られ、探究活動としての成熟がうかがえた。一方で、

全体の研究水準が向上したからこそ、研究の妥当性や考察の深度といった課題が浮き彫りと

なった。課題設定の根拠、仮説の検証方法、結果と考察の関連性、さらには考察から新たな

問いが生まれているかといった点を、より深く掘り下げることで、研究の説得力は一層高ま

ると考えられる。 

総合的に見て、生徒研究発表会は完成度の高い研究成果を発表する場であると同時に、次の

課題研究へとつながる出発点としての役割を果たした。発表された研究の多くは、改良と発

展を往還させることによって、より実践的で社会的価値の高いものへと成長する可能性を秘

めている。  

以上より、本校の生徒研究発表は、専門教育・探究学習・社会貢献意識の三点が高い水準で

融合した取組であり、SSH 研究開発課題「『令和の日本型学校教育』における、これからの工

業高校のあり方を示す先駆的な研究」として、今後の工業教育のあり方を示す一つのモデル

ケースとなり得る。 
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(2) 課題研究テーマ発表会 

ア  目的 

本校の学習内容の紹介として、３年生が取り組んでいる課題研究についてポスターセッショ

ン形式でテーマ発表を実施して、中学生およびその保護者を対象に以下の内容で実施し、SSH

の普及を図った。 

また、今年度は中学生や保護者へ向けて発表するだけでなく、静岡理工科大学の先生方にも

外部指導員として御参加いただき、専門家の立場から各課題研究の取組へのアドバイスをい

ただいた。 

 

イ  方法 

実 施 日 令和７年７月 31 日（木） 

 

会  場 アクトシティ浜松 コングレスセンター 

 

日  程 参加申込多数のため、４つの時間帯に分け実施 

  10:30 ～ 11:30  参加申込 403 人  

  11:30 ～ 12:30  参加申込 390 人 

  14:00 ～ 15:00  参加申込 391 人 

  15:00 ～ 16:00 参加申込 392 人 

 

実施内容 54 ブースで、時間帯ごとに発表テーマ・発表者を替え、すべての課題研

   究（116 テーマ）についてポスターセッションを実施 

  ポスターセッションの流れは以下の通りである 

  入場後 

  10分 フリータイム（会場内を自由に閲覧・フリートーク） 

  ５分 プレゼンテーションタイム（ブースを固定してプレゼン） 

  15分 フリータイム 

  ５分 プレゼンテーションタイム 

  15分 フリータイム 

  10分 入替退出 

 

外部指導員 後藤昭弘（理工学部機械工学科教授） 

  石川春乃（理工学部建築学科准教授） 

  渡邉 志（情報学部コンピュータシステム学科教授） 

  村上裕二（理工学部電気電子工学科教授） 

  佃 諭志（理工学部物質生命科学科准教授） 

  居波智也（理工学部土木工学科准教授） 

ウ  実施の評価とその効果 

＜参加者アンケート結果＞ 

参加申込数          

 9:30-11:30 10:30-12:30 13:00-15:00 14:00-16:00 （合計） 

中学生 232 240 232 237 941 

保護者 171 150 159 155 635 

（合計） 403 390 391 392 1576 
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回答数 

 9:30 - 11:30 10:30 - 12:30 13:00 - 15:00 14:00-16:00 （合計） 

中学生 105 79 89 80 353 

保護者 29 34 25 28 116 

（合計） 134 113 114 108 469 

 

見学前に興味を持っていた学科をチェックして下さい。（複数回答あり）   

 
システム

化学 
デザイン 建築 土木 機械 電気 情報技術 理数工学 なし 

中学生 55 73 72 49 117 66 84 45 13 

保護者 19 23 17 18 56 27 37 22 1 

（合計） 74 96 89 67 173 93 121 67 14 

 

見学後に興味を持った学科をチェックして下さい。（複数回答あり）   
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デザイン 建築 土木 機械 電気 情報技術 理数工学 なし 
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SSH 課題研究テーマ発表会はどうでしたか？      

 大変面白かった 面白かった あまり面白くなかった 面白くなかった 

中学生 163（46.2%） 184（52.1%） 5（1.4%） 1（0.3%） 

保護者 47（40.5%） 67（57.8%） 2（1.7%） 0（0.0%） 
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本日の説明会で、はじめて SSH を知りましたか？ 

 はい いいえ （合計） 
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（合計） 383 86 469 

         

自分も課題研究をやってみたいと思いましたか？ 
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＜自由記述の感想の総括＞ 

「自由記述の感想」には、発表内容そのものへの評価にとどまらず、発表の仕方、生徒の

姿勢、学校全体への印象等、多角的な視点からの意見が多く寄せられていた。全体としては

肯定的な意見が大半を占め、課題研究テーマ発表会として高い満足度が得られていたといえ

る。 
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まず、生徒に対する評価として、「高校生とは思えないほどしっかりしている」「自分の

言葉で説明していて分かりやすかった」といった感想が多く見られた。これは、３年生が課

題研究に主体的に取り組み、その成果を自信をもって発表していたことが、来場者に強い好

印象を与えた結果と考えられる。特に中学生にとっては、「数年後の自分の姿」を具体的に

想像できる機会となり、進学後の成長イメージを持つことにつながっている。 

次に、発表内容に関しては、「難しそうだが面白い」「専門的でも工夫して説明してくれ

て理解できた」といった意見が多く、工業高校の学びが高度である一方、分かりやすく伝え

ようとする姿勢が評価されていた。これは、専門性と親しみやすさの両立が一定程度達成さ

れていたことを示している。 

また、学校全体への印象として、「雰囲気が良さそう」「先生と生徒の距離が近いと感じ

た」「安心して通わせられそう」といった保護者目線の感想も目立った。発表会という限ら

れた時間の中でも、学習環境や人間関係の良さが伝わっており、学校理解の深化に寄与して

いる。 

一方で、「時間がもう少し欲しかった」「もっと多くのテーマを見たかった」といった意

見も散見され、発表内容への関心の高さゆえの要望が挙げられている点は、今後の改善や発

展につながる前向きな示唆といえる。 

総じて、「その他の感想」からは、 

 生徒の成長や主体性への高い評価 

 専門的な学びへの驚きと関心の高まり 

 学校全体への安心感・好印象 

が明確に読み取れる。これらは、本発表会が単なる学校紹介にとどまらず、工業高校で学ぶ

意義と魅力を“人”と“活動”を通して伝える場として有効に機能していたことを示してい

る。 

 

エ  考察 

アンケート結果から、SSH 普及において「認知の拡大」「理解の深化」「行動・意識変容」

の三段階が、短時間の取組で効果的に達成されていることが明らかとなった。 

まず、SSH の認知拡大という点では、来場した中学生の約８割が「本発表会で初めて SSH を

知った」と回答しており、本取組が SSH 普及の入口として極めて高い機能を果たしていること

が数値的に示された。これは、SSH が名称や制度として事前に十分浸透していない層に対して

も、体験型・成果発信型の取組を通じることで効果的に認知を広げられることを示唆してい

る。 

次に、SSH の理念理解と価値の浸透という観点では、「自分も課題研究をやってみたい」と

回答した生徒が約 85％に達している点が注目される。これは、SSH に基づく探究活動が単なる

説明や紹介ではなく、生徒の主体的な研究成果として提示されたことで、「難しいが魅力

的」「挑戦してみたい学び」として受け止められた結果であると考えられる。SSH の教育的価

値が、感覚的・情緒的にも理解されたことを示す重要な指標である。 

さらに、SSH 普及の波及効果として、見学前後で興味を持つ学科が変化した生徒が約７割に

達している点は、SSH に基づく課題研究発表が進路意識や学科理解に実質的な影響を与えてい

ることを示している。これは、SSH の取組が単なる付加的活動ではなく、学校の教育内容その

ものの理解を深める役割を果たしていることを意味しており、SSH が学校全体の教育活動と有

機的に結び付いていることの証左といえる。 

これらの結果を総合すると、本発表会は 

 SSH の存在を広く認知させる 

 探究的学びの意義を具体的に理解させる 

 中学生の進路意識や学習意欲に実際の変化をもたらす 
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という点で、SSH 普及における極めて実効性の高い取組であったと評価できる。 

一方で、８割以上が「SSH をはじめて知った」や１割以上が「探究意欲を示さなかった」と

いう結果は、今後の改善の視点も示している。SSH の取組内容や探究プロセスをより体系的に

示す補足説明や、発表内容の難易度調整を行うことで、理解の深化と普及効果をさらに高め

る余地があると考えられる。 

以上より、本課題研究テーマ発表会は、SSH 普及において「認知→理解→意識変容」までを

一体的に促進するモデル的取組であり、今後の SSH 事業推進においても継続・発展させる意義

が大きい。 

本校では、３年次に課題研究に取り組む。そのため、この時期はまだ課題研究に取り組んで

いる最中であるため、成果を発表するのではなくテーマを発表している。そこで、今年度か

ら静岡理工科大学の先生方にも御参加いただき、取組途中の課題研究へのアドバイスをいた

だく機会にもした。日頃、各専門学科の教員から指導を受けながら取り組んでいる課題研究

であるが、大学の先生方から違う視点で御指導いただき、今後の取組を改めて見直す良い機

会となったといえる。 

 

８ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性 

Ⅲ期目も２年目に入り、当初予定していた様々な企画をひと通り実施することができた。しか

し、企画の立案や運営ばかりに掛かり切りとなり、まだまだその成果を十分検証するに至ってな

い。各企画について今後十分検証し、より効果的な取組にしていく必要がある。各企画については

以下のような課題がある。 

・浜工ラボ 

「基礎」実施規模の拡大と"驚き"や"発見"がある実施内容の検討 

「発展」課題研究をはじめ生徒が取り組んでいる研究活動が広がりをみせ、他校との連携へ

つながる仕組み作り 

「実践」特定のテーマの課題研究だけでなく、さまざま課題研究について企業や大学との連

携への広がり 

・学科横断 

全校で共通して学科を横断して「課研開発」に取り組むだけでなく、学科の壁を越える取組

への進化 

・教科横断 

共通教科の学習項目と専門教科の学習項目の関係を示した「クロステーブル」や互いの学習

内容を確認するために教科書の共有を実現した。しかし、これだけでは教員任せでの取組で

終わっている。これらを活用する仕組みを考えていく必要がある。 

工業高校では１年次より工業基礎や実習等を通して、何度でもできるまで試行錯誤を繰り返すな

どして、問題点を検証し、その解決方法を考える探究活動に無意識的に取り組んできた。そのた

め、他の SSH 指定校が実施している「プレ課題研究」のような、課題研究に取り組むための演習的

な特別な取組をしてこなかった。 

「総合的な探究の時間」の必修化に伴い工業高校においても、無意識的ではなく体系的に探究

し、工業高校だからこそできる探究活動の開発をしたいと考えている。そこで、次年度より年次進

行で、学校設定科目として「課研開発」を設定し、さらに発展する形で開拓していく。 
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❸関係資料 

１ 浜工ラボ 

(1) 基礎 

・令和６年度（試行） 講義一覧 

講座を行う学科 実施日 内容 参加者 

システム化学科 ８月 20 日（火） 色の変わるパンケーキの謎に迫る ６人 

土木科 ８月 16 日（金） 

（荒天のため中止） 

ドローンは、なぜ安定して飛ぶのか？ ７人 

情報技術科 ８月 20 日（火） 立体を平面上に再現する／ 

コンピュータ・グラフィックの基礎 

４人 

・令和７年度 講義一覧 

 

「タイトル」 講座時間
内容 （受付時間）

機
械
科

「機械製図モデリング体験」
三次元CAD（AutodeskInventor）を使い、コン
ピュータの画面上で、簡単な立体モデルを作成しま
す。

CAD室
南館2F

9:00-11:00
（8:00-8:45）

8/8

電
気
科

「PLCの基礎体験」
PLCとは、産業用の制御機器の一種で、工場や設備で
使用される機械の動作を制御するための専用コン
ピュータです。簡単なプログラミングを通して、その
基礎を学びましょう。

電気計測実習室
南館１F

9:00-11:00
（8:00-8:45）

16/16

9:00-11:30
（8:00-8:45）

20/20

13:30-15:30
（12:30-12:50）

20/20

9:00-10:30
（8:00-8:45）

19/20

11:00-12:30
（10:30-10:50）

16/20

土
木
科

「橋梁模型の製作をしよう」
橋梁のしくみについて学びましょう。橋梁を構成して
いる部材をつくり、組み合わせることで橋梁模型を製
作します。

土木製図実習室
（CAD）
南館2F

9:00-10:00
（8:00-8:45）

10/10

9:00-10:00
（8:00-8:45）

10/10

10:30-11:30
（10:00-10:20）

10/10

9:00-11:00
（8:00-8:45）

14/16

13:00-15:00
（12:30-12:50）

15/16

※PLC＝プログラマブル・ロジック・コントローラ

申込/定員

情報技術科
実習室

南館2F東

化学室
北館2F

Mac室
南館２F

CAD室
本館３F

担当
学科

会場

情
報
技
術
科

シ
ス
テ
ム
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
科

建
築
科

「立体を平面上に再現する」
コンピュータの画面に、計算によってあらゆる視点か
らの立方体を描きます。
この技術を利用すれば、どんな立体図形?も画面上に描
けます。

「輝く鏡を作ろう！」
透明なプラスチックが、まるで魔法のようにピカピカ
の鏡に大変身！物質が劇的に姿を変える不思議を体感
してみませんか？

「文字のデザインをしよう」
パソコンを使って文字のデザインをしよう。

「パソコンを使って透視図を書こう」
JW-cad を使用し透視図を作成。パソコンでの図法の
基礎を体験してみましょう。
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(2) 発展 

・令和６年度 清水東高等学校の研究交流の概要 

１回目は、研究が終了した清水東高等学校の「ダウンフォースを最大化させるグランドエフ

ェクトカーの形状の研究」を行った１グループの発表を聞き、本校機械科の１つのグループ

における研究途中の内容とのつながりに関して意見交換をした。２回目は、研究が終了した

本校のグループが「ミニ四駆の限界を超える」と題して発表を行った。 

回 実施日 交流方法 内容 

１ ９月 27 日（金） オンライン 清水東高等学校の１グループによる研究内容の発表、 

意見交換 

２ 12 月３日（火） オンライン 本校の１グループによる研究内容の発表、意見交換 

 

(3) 実践 

・令和６年度 フォトンバレーセンターとの連携事業 

課題研究につながるように２、３年生の授業の中でフォトンバレーセンターの方に関わって

いただくことを考えた。今回は３回とも「ひかり塾」として身近な光の性質や光の応用分

野、今後の展望について連携授業を実施した。 

回 実施日時 対象学科・学年 授業科目／生徒数 

１ ９月 30 日（月）３限 電気科３年 電子技術  16 人 

２ ９月 30 日（月）４限 理数工学科２年 物理／生物 32 人 

３ 12月 13 日（金）３限 電気科２年 電子技術  40 人 

・令和７年度 イチゴファームとの連携 

 ２月 27 日（木） 前年度第３回課研開発/春華堂と HarvestX による講話 

 

 ３月17日（月） 第１回イチゴファーム見学 

   機械科２年の２人の生徒が参加 
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(2) 発展 

・令和６年度 清水東高等学校の研究交流の概要 

１回目は、研究が終了した清水東高等学校の「ダウンフォースを最大化させるグランドエフ

ェクトカーの形状の研究」を行った１グループの発表を聞き、本校機械科の１つのグループ

における研究途中の内容とのつながりに関して意見交換をした。２回目は、研究が終了した

本校のグループが「ミニ四駆の限界を超える」と題して発表を行った。 

回 実施日 交流方法 内容 

１ ９月 27 日（金） オンライン 清水東高等学校の１グループによる研究内容の発表、 

意見交換 

２ 12 月３日（火） オンライン 本校の１グループによる研究内容の発表、意見交換 

 

(3) 実践 
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課題研究につながるように２、３年生の授業の中でフォトンバレーセンターの方に関わって

いただくことを考えた。今回は３回とも「ひかり塾」として身近な光の性質や光の応用分

野、今後の展望について連携授業を実施した。 

回 実施日時 対象学科・学年 授業科目／生徒数 

１ ９月 30 日（月）３限 電気科３年 電子技術  16 人 

２ ９月 30 日（月）４限 理数工学科２年 物理／生物 32 人 

３ 12月 13 日（金）３限 電気科２年 電子技術  40 人 

・令和７年度 イチゴファームとの連携 

 ２月 27 日（木） 前年度第３回課研開発/春華堂と HarvestX による講話 

 

 ３月17日（月） 第１回イチゴファーム見学 

   機械科２年の２人の生徒が参加 
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 ３月28日（金） イチゴファーム研究テーマ・ミーティング 

 イチゴの株（生育ポット）を回転させて、イチゴの苗に均等に光を当てる装

置の開発を発案。 

 春華堂様より、回転することにより光の均等な照射だけでなく、裏側にある

イチゴを収穫する際にも役に立つとのアドバイスをいただき、課題研究でグル

ープによる取組が決定。 

 ４月～    機械科の課題研究の中で、イチゴの株の回転装置の開発 

  

 ４月25日（金） 第２回イチゴファーム見学 

発案したアイディアを検証するために、機械科７人、電気科６人で第２回見

学会を実施。 

  

 ５月14日（水） 第３回イチゴファーム見学 

    第２回見学会に参加できなかった生徒を対象に実施 

 ７月19日（土） SSH東海フェスタ（名古屋）で発表 

  

 ８月６日（水）～８月７日（木） SSH生徒研究発表会（神戸）で発表 
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２ 課研開発 

(1)  第１回 
・令和６年度 

ＳＳＨ推進室 

 

令和６年度 第１回 課研開発 実施要項 

 

 

 

１．目的 ３年生は課題研究中間発表として、１、２年生に向けて発表を行うことで今後の課

題研究の見通しをもつようにする。また、中学生一日体験入学のリハーサルとして

行うことで、翌日の発表をより質の高いものにできる。 

 １、２年生は自分の科の３年生がどのような研究を行っているか知ることによっ

て、自分の興味・関心を広げ、３年次における課題研究テーマ決定につなげる。 

       

２．日時 ７月３１日（水）  ９：２０～１０：１０ 

 

３．場所 １、２年生の各教室 

     ３年生がポスター持参で各学科の１、２年生の教室へ行き、発表を行う 

      例 C3 の発表者→C1 と C2 のクラスへ、M3a の発表者→M1a と M2a のクラスへ 

 

 

４．発表方法 

 

   ３年生が課題研究中間発表として、プロジェクター（パワーポイント）を使って、 

説明を行う。 

 

 

 

   作成したポスターを発表クラスへ持参して１、２年生に紹介をお願いします。 

 

 

※１年生のクラスへ行く発表者と２年生のクラスへ行く発表者は同じでも違う生徒でも、 

 どちらでも構いません。各学科にお任せします。生徒たちの割り振り等をお願いします。 

※より多くの３年生が発表を行えるようにご配慮お願いします。 

※当日、会場内の進行は各学科・クラスでよろしくお願いします。 

  

（１発表 ５分＋質疑応答 1～２分） × （６～７発表） 
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（１発表 ５分＋質疑応答 1～２分） × （６～７発表） 
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・令和７年度 

令和７年度 第1回課研開発について 
SSH推進室 

1 目的 

プレゼン能力向上や自科の課題研究テーマを知ろう！！ 

3年  ：自科の1-2年生にテーマ（構想）を発表し経験を積む。 

1・2年：専門教科でどんなことを学ぶのか、またどのように活かされるかを知る。 

 

2  計画内容 

（1）課題研究のスライド発表を実施する。 

（2）課題研究テーマ発表会の予行の位置づけとして、資料づくり、発表の演習を行う。 

  （3）スライドは、各科、所定のフォーマット（※2）を使用・作成し、発表時間はひとり最長5分程度と

する。 

※1 発表時間は班編成によって異なるため、各科に一任する。 

※2 https://ssh-hamako.net/slide.pptx  

尚、所定のフォーマット以外で行う場合、各科に一任する。 

3 実施期日 令和 7 年 5 月 24 日（土） 1限（ＬＨＲ） 

4 実施会場 １、２年生クラス（３年生が移動して発表） 
5 タイムスケジュール 

※４ 公 欠 等 で司 会 者 がいない場 合 、その他 の生 徒 で行 う（担・副は見 学 など） 

※３  振り返り（第1回課題研究-〇〇科） 

以 下 2つの設 問 について、記 述 式 アンケートを１、２年 生 に実 施 する。 

Cラーニング⇒「SSH課 研 開 発 」⇒「アンケート」に回 答  

・目 的 やねらい、仮 説 、取 組 内 容 が明 確 だと思 ったか？ 

・自 分 も一 緒 にやってみたいと思 うような内 容 であったか？ 

⇒３年 生   ：  １、２年 生 の意 見 や感 想 を集 約 して、これからの取 組 へ 

フィードバックする。 

⇒１、２年 生 ： 文 章 で表 現 することで、発 表 に対 して意 見 や質 問 ができる能 力

を育 成 する。 

 班編成（スタート時点） 
科 C Ｄ A P Ma Mｂ Ｅ Ｅi Ｒ 

全班数 14 26 4 4 6 6 9 40 10 
1年生 
教室 

前半 1-7 
(固定) 

1-13 
(固定) 

1-2 1-2 1-3 1-3 
1-9 

1-10 
11-20 
21-30 
31-40 

(４会場) 

1-5 
後半 3-4 3-4 4-6 4-6 6-10 

2年生 
教室 

前半 8-14 
(固定) 

13-26 
(固定) 

3-4 3-4 4-6 4-6 
1-9 

6-10 
後半 1-2 1-2 1-3 1-3 1-5 

振り返り 最後に1・2年生は、記述式のアンケートを実施（※3） 
司会進行 生徒（クラスのＳＳＨ委員やHR長など）が行い、担任・副担任は見学、及び、進行サポート役 
発表方法 ipad（パワーポイント・アプリなど）をスクリーンに映し出して、発表後すぐに学年間を移動 
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(2)  第３回 
 令和６年度（第２回）と令和７年度（第３回）は同様の内容のため、令和７年度の資料のみを

掲載する。 
 

第３回SSH課研開発（12/19） SSH推進室 
（ねらい） 
3年生 全ての生徒が課題研究についてまとめ、発表することで、研究の成果について考えるととも

に、自己肯定感を育成する。 
1-2年生 自分たちの学習と他学科の内容とのつながりを意識し、今まで学んできた専門知識の活用の

幅を広げる。自分の課題研究についてイメージが深める。 
 
（会 場） （１）第１体育館 
      （２）第２体育館 
      （３）南館４F普通教室 341,342,344,345,346,347 
   
（日 程） 令和７年12月19日（金）1-2限 
 8:50 - 9:10 会場準備（20分間） 
    1-2年：教室待機 コメントシートを配布 
    3年：放送の指示で会場準備開始 
    準備完了後、1-2年/3年ポスターセッション②発表者は、放送で以下の会場へ移動を指示 
    第1体育館 C1,A1,M1a,E1,D2,P2,M2b,Ei2,C3,A3,M3a,E3,Ei3 
    第2体育館 D1,Ei1,C2,M2a,R2,P3,M3b 
    南館４階 P1,M1b,R1,A2,E2,D3,R3 
 9:10 - 9:35 ポスターセッション①（25分間） 
    開始後は３会場を自由に移動OK 
 9:35 - 9:45 移動・入れ替え（10分間） 
    放送で①と②の発表者入替を指示 
 9:45 - 10:10 ポスターセッション②（25分間） 
    放送で終了と教室移動、片付けを指示 
10:10 - 10:20 1-2年:自分の教室に移動 / 3年:片付け（パネルの脚のみ回収） 
10:20 - 10:40 1-2年:振り返り / 3年:片付け後、アンケート入力（20分間） 
 
（ポスターセッション ①/②） 
個 人 研 究 ･･･ ポスターセッション①と②で発表時間を割り当てる 
グループ研究 ･･･ グループ内でポスターセッション①と②の担当者を割り振り発表 
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(3)  第４回 
 令和７年度（第４回）は３月に実施予定のため、令和６年度（第３回）の資料のみを掲載

する。 

第３回 SSH 課研開発 SSH 推進室 

（目  的） 

効果的な課題研究を 3 年生で実施するため、 

１、2 年生のうちからテーマ設定など効率的な取組のための「きっかけ」を作る。 

（実施日時） 

 令和７年２月２７日（木）２－３限 

（実施方法） 

２限 講話「イチゴファーム」（第一体育館） 

 市川友貴氏（Ei 平 27 卒）＋春華堂 

 ※講話終了後、グループディスカッションについて説明 

 

３限 グループディスカッション 

 グループ編成 １年 42 グループ＋２年 41 グループ=83 グループ＝36+39+8 

（クラスにより人数のバラツキがあるため、全科そろわないグループもある） 

 会 場 1-2 年普通教室、第一体育館、大会議室ほか 

 実 施 内 容 

 （1 分）ねらいと注意事項 

  （以降は生徒だけで進行） 

 （4 分）各自の自己紹介（HR、氏名、部活、出身中学など） ≒ 9 人×0.45 分 

 （5 分）司会者選出 

 （30 分）各自の課研カルテの内容を紹介し、質問・意見・感想を受け付ける。≒9 人×3 分 
  司会者から発表を開始する。司会者は発表時間を管理し、メンバーからのコメントを促す。 

   質問・意見が出ない場合は、直前の発表者が何かコメントする。最初の発表者に対しては最後の発表者。 

 （10 分）司会者が印象に残ったことを発表し、他のメンバーからも印象が残ったことを促す。 

≒9 人×1 分 

 （実施後、自分の課研カルテを再検証） 
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課研カルテ＝C-learning に入力 

（１年生課研カルテ） 

1．1 年間、専門学科で学んだことは何ですか？ 

 具体的にどんなことを学んできたか、他科のみなさんに簡単に紹介してください。 

 （自分が学んできたことを自分の言葉で書いてください。コピー禁止） 

2．1 年間、学んだ内容で一番印象に残っているものは何ですか？ 

 その理由も教えてください。 

３．これから最も取り組んでみたいと思っていることは何ですか？ 

 その理由も教えてください。 

--- 

（２年生課研カルテ） グループディスカッションでは、4 のみ発表 

1.自分の得意なこと（強み）は何か？ 

 「得意」とか「強み」というと大袈裟ですが... 

 「好きこそものの上手なれ!!」自分が「好き」なことを書いてみましょう。 

 （ねらい）たとえば...半田付け、溶接、プレゼン...自分を再発見します。 

2.自分の関心があることは何か？ 

 分野は問いませんが、今まで自分が学んできたことを振り返って探してみましょう。 

 （ねらい）テーマ設定のベースを構築します。 

3.他学科の課題研究や学習内容で興味を持ったものは？ 

 他の学科で取り組んでいるもので、気になるものを書いてみましょう。学科名も忘れずに!! 

 （ねらい）視点を増やし、発展的な取組を開発するベースを構築します。 

4.上記のことから取り組みたい課題研究の内容を考えよう 

4-1.取り組みたい内容は？ 

 （重 要）ここが一番大切。 

4-2.その理由は？ 

 （ねらい）自己満足で終わらせないために、研究の目的に社会的な「使命」を加えます。 

     「○○○のために、自分がやらねば誰がやる!!」（ちょっと大袈裟ですが...） 

4-3.それに必要な知識や機材は？  

 （ねらい）現実的に可能なテーマか検討します。 

 分かる範囲で書いてください 

4-4.この取組に参考になる企業や大学などのすでに取り組まれているものを調べてみよう!! 

 （ねらい）先行研究を調査し、効果的・効率的な研究を実施します。 

 分かる範囲で書いてください 
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 （ねらい）たとえば...半田付け、溶接、プレゼン...自分を再発見します。 

2.自分の関心があることは何か？ 

 分野は問いませんが、今まで自分が学んできたことを振り返って探してみましょう。 

 （ねらい）テーマ設定のベースを構築します。 

3.他学科の課題研究や学習内容で興味を持ったものは？ 

 他の学科で取り組んでいるもので、気になるものを書いてみましょう。学科名も忘れずに!! 

 （ねらい）視点を増やし、発展的な取組を開発するベースを構築します。 

4.上記のことから取り組みたい課題研究の内容を考えよう 

4-1.取り組みたい内容は？ 

 （重 要）ここが一番大切。 

4-2.その理由は？ 

 （ねらい）自己満足で終わらせないために、研究の目的に社会的な「使命」を加えます。 

     「○○○のために、自分がやらねば誰がやる!!」（ちょっと大袈裟ですが...） 

4-3.それに必要な知識や機材は？  

 （ねらい）現実的に可能なテーマか検討します。 

 分かる範囲で書いてください 

4-4.この取組に参考になる企業や大学などのすでに取り組まれているものを調べてみよう!! 

 （ねらい）先行研究を調査し、効果的・効率的な研究を実施します。 

 分かる範囲で書いてください 
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３ 課題研究一覧（令和７年度） 

機
械
科 

最強車椅子製作~空気の力を利用した三輪車~ 
クレーンゲーム 
農作業設備の自動化/反応速度向上の研究 
ローリングコインタワー 
メリーゴーランド 
的当てゲーム 
射。~飛ばすという行為について～ 
ボートシミュレータ 
電車製作 
ドリンクバーマシンの製作 
めっちゃデカいイライラ棒 
キッキングスナイパー 

電
気
科 

人工衛星による人命救助システムの研究 
掛川ひかりのオブジェ展作品製作 
リニアモーターカーの製作 
ストラックアウトの製作 
微生物発電 
風力発電 
超電波センサーを用いた人感ライトの製作 
ミッションインポッシブル 

情
報
技
術
科 

便利なゴミ箱 
自動運転の再現 
顔検出による車内の置き去り防止システム 
魚眼レンズの歪み除去の研究 
自転車奪還計画 
気象データ蓄積システムの作成 
歪みゲージを使用した力を可視化する装置 
適切な調味料の量を計算するサイトの作成 
翻訳機能を用いた Stable Diffusion での画像生成 
スマホによるモーショントラッキング 
音響制御ペンライトの制作 
Bluetooth を活用した情報中継の研究 
デジタルストラックアウト 
校舎を 360 度カメラで記録し Web 上で再現する 
方言翻訳ウェブアプリの制作 
AI による観光スケジュール自動提案アプリの開発 
Python を用いた AI 作成 
BLE デバイスの現在地特定 
X の攻撃的投稿から守るシステムの開発 
ランニングウェアラブル心端末の開発 
目覚まし最適化アラーム 
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情
報
技
術
科 

生成 AI を用いたゲーム開発の研究 
Chrome 拡張機能の学習 
自転車用 ABS についての研究 
フレーム補完の精度の向上について 
画像処理によるスムーズな走行の実現 
決済アプリとセキュリティ対策 
ドローンの自律飛行の研修 
YouTube を再発見！ 
円周率の計算 
画像検出を利用したゲームの開発 
筋トレ記録 Web アプリ 
弓道部の記録のサイト化 
Teams・PowerAutomate による予定。思い出共有アプリの実現 
指一本で鍵のいらない自転車 
介護施設向けのシフトアプリの開発 
デジタル時計の作成 
AppleWatch を使った高齢者向け健康アプリ 
ロボットの位置・姿勢制御の向上 

建
築
科 

木工班 任天堂 WORLD 
鉄骨班 溶接技術への挑戦 
環境班 浜工グリーン計画 
循環する住まい〜豪雨を活かす防災住宅〜 
集いの場 
内に開く家 
REBUILD COMMONS 

土
木
科 

モルタルどこまで耐えられる？ 
校内整備 
路線の分岐器 
都市模型 

シ
ス
テ
ム
化
学
科 

指先マジック 
染まる？染まらない？その答えは繊維の中に 
植物に含まれる除虫成分の検証・比較 
生分解性プラスチックの製作 
貝殻革命 
浜名湖の牡蠣殻を使ったガラス製作 
バイオプラスチックの製作と分解について 
有機化学の操作〜カフェインの抽出〜 
地球と共生する環境科学 
美しさが分かるラップ作り 
髪にも地球にも優しいヘアワックス 
身近な材料で作る香水 
骨格標本を作ろう 
シャボン玉を化学する 
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デ
ザ
イ
ン
科 

誰でも気軽に立ち寄れるカフェ 
組み替えでひろがる農具 
高齢者の歩行と生活を補助する歩行補助具 
性自認の選択肢を広げる絵本 
能力の発達を促す型はめパズル 
触覚を通してオノマトペが学べる絵本 
「世界の料理」を学べるカードゲーム 
子どものためのお片付けボックス 
障がいを超えて食事を楽しむお盆 
教室を快適にする学校机 
情報の伝わるフロアマップ 
車いすに乗る人のための掴み具 
静岡県の観光スポットを紹介するパンフレット 
手を動かして紐の結び方を学べる本 
友達ができる玩具 
片付け簡単 収納機能付き椅子 
人と動物が共に安心して過ごせる暮らしができる机 
成長に合わせて長く使える勉強机 
誰でも楽しく遊べるおもちゃ箱絵本 
親と子どもの絆を深めるカレンダー 
子ども同士のコミュニケーションを支える机 
ペットボトル類を注げやすくする持ち手 
世界の国花を学べる図鑑 
年中児の想像力をひろげられる知育玩具 
若年層のための本棚 
片手が使いにくい人も作業しやすい書見台 

理
数
工
学
科 

乳酸発酵液とその応用 
ミルワームと環境保全 
培養をより簡単にできないか 
スカイツリーにみる伝統と新技術 
ゴーカート復活物語 
身近な素材を用いた小型発電機の開発 
モーターと変速機の効率 
赤外線と機械学習によるプラスチックの自動分別 
脱 Windows 
アーチェリーフォーム自撮りシャッターの制作 
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４ 運営指導委員会の開催 

(1) 第１回 SSH 運営指導委員会 

ア  実施日時 

令和７年６月９日（月） 13:35～14:25 

イ  実施場所 

浜松工業高等学校 生活館 大会議室 

ウ  参加者 

運営指導委員 

（委員長） 久保野敦史 静岡大学工学部副学部長 教授 

（副委員長）宮地 良治 静岡文化芸術大学デザイン学部 准教授 

（委 員） 松永 泰弘 静岡大学教育学部技術教育専修 教授 

（委 員） 伊藤 博康 光産業創成大学院大学 学長 

（委 員） 筑本 知子  大阪大学レーザー科学研究所 教授 

（委 員） 新家 輝男  静岡市立高等学校 校長 

管理機関 

山口 亮祐 静岡県教育委員会高校教育課指導第２班 教育主幹 

大杉 信吾 静岡県教育委員会高校教育課指導第１班 教育主幹 

鈴木 俊士 静岡県総合教育センター高等学校支援課高校第３班 班長 

ＪＳＴ 

蛭間  督 国際研究開発法人 科学技術振興機構 理数学習推進部 

            先端学習グループ SSH 中部地区担当 主任調査員 

学校・管理職 

（校 長） 野﨑 真司   （副校長） 平井 光裕 

（教 頭） 秋月 竜也   （事務長） 夏目 清美 

学校・SSH 推進室 

（委員長） 山口  剛【情報技術科】 

（副委員長）鈴木 志保【理数工学科 科長】 

（事務担当）小野 幸江 

エ  議事 

(1) 管理機関挨拶（高校教育課 山口・大杉教育主幹、総合教育センター 鈴木班長） 

(2) 校長挨拶（野﨑校長） 

(3) 委員長挨拶（久保野委員長） 

(4) ＪＳＴ担当挨拶（蛭間 SSH 中部地区担当） 

(5) 各委員自己紹介（宮地委員、松永委員、伊藤委員、築本委員、新家委員） 

(6) 令和６年度 SSH 事業報告（山口 SSH 推進室委員長） 

(7) 令和７年度 SSH 事業計画（山口 SSH 推進室委員長） 

(8) 協議《内容》 

＜久保野＞ 

 工業高校の SSH の普通科との差別化のため、手を動かすことに慣れている工業高校な

らでは学校の方針というものはあるか。 

＜山口＞ 

 ３Ｄプリンター等を使い、考えたことをすぐに形にすることができるところが普通科

との違いではないか。 
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＜久保野＞ 

 設備が充実していることは大きなアドバンテージなので、我々もワクワクするような

ことをやっていただきたい。 

＜久保野＞ 

 SSH の教育全般で、教員がどの程度まで生徒の手伝いをするのか。生徒に任せ切るの

も良くないが、教員が手を出しすぎるのも良くないと思うが、どうしているか。 

＜山口＞ 

 生徒の案に対してダメ出しは行う。どこまで手を出すのか、というのは確かに難しい

問題だと思う。 

＜久保野＞ 

 教員は専門の部分では手を貸したくなりがち。生徒に考えさせる、調べさせるよう、

うまく指導できると生徒の力も伸びるのではないか。 

＜久保野＞ 

 安全教育の観点もすごく大事だと思うが、どうか。 

＜平井＞ 

 昨年度から、実験実習前に危険予知用のＫＹシート、実験実習後にヒヤリハットシー

トを使って安全教育を行っている。 

＜久保野＞ 

 大学でも結構事故が起こっている。安全教育は小、中、高と継続的に行っていく必要

があると考える。安全性と両立して面白いことがやれると良い。 

＜築本＞ 

 地元のイチゴ工場での取組では、生徒が現場で課題を見つけ、皆で協力して解決して

いく様子が見られたが、良い流れだと思う。 

＜山口＞ 

 生徒たちが新しい発想で自分たちができることを見つけていく様子には、こちらが勉

強させられた。 

＜築本＞ 

 12 月の生徒研究発表会では、発表が終わった後にその場で質問できるようなインタ

ラクティブな仕組みが活用できると良いのではないか。 

＜野﨑＞ 

 生徒にスマホを使わせると他のことをやり出すので難しいかも知れない。 

＜伊藤＞ 

 他のイチゴ農家もまわってみて、栽培する上での困りごとを聞いてくることも有意義

ではないか。 

＜山口＞ 

 12 月の生徒研究発表会については、各発表の後に運営指導委員の方々から講評して

いただく形でお願いしたい。 
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(2) 第２回 SSH 運営指導委員会 

ア  実施日時 

令和７年 12 月 17 日(水) 16:00～16:50 

イ  実施場所 

アクトシティ浜松 コングレスセンター 21 会議室 

ウ  参加者 

運営指導委員 

（委員長） 久保野敦史 静岡大学工学部副学部長 教授 

（副委員長）宮地 良治 静岡文化芸術大学デザイン学部 准教授 

（委 員） 伊藤 博康 光産業創成大学院大学 学長 

（委 員） 筑本 知子  大阪大学レーザー科学研究所 教授 

（委 員） 新家 輝男  静岡市立高等学校 校長 

管理機関 

    山口 亮祐 静岡県教育委員会高校教育課指導第２班 教育主幹 

    大杉 信吾 静岡県教育委員会高校教育課指導第１班 教育主幹 

    鈴木 俊士 静岡県総合教育センター高等学校支援課高校第３班 班長 

学校・管理職 

 （校 長） 野﨑 真司   （副校長）平井 光裕 

 （教 頭） 秋月 竜也   （事務長）夏目 清美 

 学校・SSH 推進室 

（委員長） 山口  剛【情報技術科】 

（副委員長）鈴木 志保【理数工学科 科長】 

（委 員） 櫻井 大介【数学科】  河合 晶代【英語科】  金原 宏直【機械科】 

（事務担当）小野 幸江 

エ  議事 

(1) 校長挨拶（野﨑校長） 

(2) 管理機関挨拶（高校教育課 山口・大杉教育主幹、総合教育センター 鈴木班長） 

(3) 委員長挨拶（久保野委員長） 

(4) 令和７年度 SSH 取組及び令和８年度 SSH 取組について（山口 SSH 推進室委員長） 

(5) 協議《内容》 

＜久保野＞ 

 前日でも良いので、事前に研究の要旨をいただけるとありがたい。生徒にとっても内

容を短い文章にまとめることは大事だと思う。 

＜宮地＞ 

 ユーザー視点で研究をまとめると、シャベルの研究発表をした井上君の発表も、より

良い内容になったのではないかと思う。“ドリルを売るなら穴を売れ”という言葉があ

るが、ユーザーが必要としているのは高性能な“ドリル”自体ではなく、“穴”という

ことである。高校生の課題としては全部を解決するのは難しい。どこに課題を置くのか

を明確にして、それを解決できた、という形にすると、小さな課題であっても目標に達

したということになる。 
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(2) 第２回 SSH 運営指導委員会 

ア  実施日時 

令和７年 12 月 17 日(水) 16:00～16:50 

イ  実施場所 

アクトシティ浜松 コングレスセンター 21 会議室 

ウ  参加者 

運営指導委員 

（委員長） 久保野敦史 静岡大学工学部副学部長 教授 

（副委員長）宮地 良治 静岡文化芸術大学デザイン学部 准教授 

（委 員） 伊藤 博康 光産業創成大学院大学 学長 

（委 員） 筑本 知子  大阪大学レーザー科学研究所 教授 

（委 員） 新家 輝男  静岡市立高等学校 校長 

管理機関 

    山口 亮祐 静岡県教育委員会高校教育課指導第２班 教育主幹 

    大杉 信吾 静岡県教育委員会高校教育課指導第１班 教育主幹 

    鈴木 俊士 静岡県総合教育センター高等学校支援課高校第３班 班長 

学校・管理職 

 （校 長） 野﨑 真司   （副校長）平井 光裕 

 （教 頭） 秋月 竜也   （事務長）夏目 清美 

 学校・SSH 推進室 

（委員長） 山口  剛【情報技術科】 

（副委員長）鈴木 志保【理数工学科 科長】 

（委 員） 櫻井 大介【数学科】  河合 晶代【英語科】  金原 宏直【機械科】 

（事務担当）小野 幸江 

エ  議事 

(1) 校長挨拶（野﨑校長） 

(2) 管理機関挨拶（高校教育課 山口・大杉教育主幹、総合教育センター 鈴木班長） 

(3) 委員長挨拶（久保野委員長） 

(4) 令和７年度 SSH 取組及び令和８年度 SSH 取組について（山口 SSH 推進室委員長） 

(5) 協議《内容》 

＜久保野＞ 

 前日でも良いので、事前に研究の要旨をいただけるとありがたい。生徒にとっても内

容を短い文章にまとめることは大事だと思う。 

＜宮地＞ 

 ユーザー視点で研究をまとめると、シャベルの研究発表をした井上君の発表も、より

良い内容になったのではないかと思う。“ドリルを売るなら穴を売れ”という言葉があ

るが、ユーザーが必要としているのは高性能な“ドリル”自体ではなく、“穴”という

ことである。高校生の課題としては全部を解決するのは難しい。どこに課題を置くのか

を明確にして、それを解決できた、という形にすると、小さな課題であっても目標に達

したということになる。 
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＜伊藤＞ 

 企業の技術者・研究者には世界にライバルがいて、技術を高めることに必死だが、価

格では、作ったものを安く提供できる中国にはかなわない。学科横断・教科横断等を通

してイノベーションを創出していくことが大事ではないかと思う。 

＜築本＞ 

 どの生徒も研究の手順・構成を意識して伝えることができており、プレゼンテーショ

ン能力がしっかり定着してきていることを実感できた。一部の生徒ではなく、全ての学

年の生徒が SSH の活動に取り組んでいることも良い。学科横断が更に進むと、個人の課

題の解決に繋がることがあると思う。 

＜新家＞ 

 全ての発表が純粋に面白いと感じた。この感覚は生徒たちにとってこれから大切にな

ると思う。私の学校（SSH３期２年目）の生徒にも見せたいと感じた。生徒の発表で

は、担当教員が想像していたよりも主体的に研究を突き詰めている様子が見られたが、

このような生徒をどのように育てていくのかということも、SSH の一つの課題であると

思う。 

＜金原＞ 

 ドリルではなく穴が大事というお話があったが、例えば、お年寄りがシャベルを使っ

て畑を耕した時の成果（耕した面積や畑の質等）をまとめると良いのでは。 

＜宮地＞ 

 どのようなシャベルなら効果的に穴を掘ることができるか、という課題設定ならば良

いが、研究を進めていく途中で課題が変わってしまう、ということが学生でもよくある

ので、そこのところがしっかりできると説得力のある発表になる。 

＜築本＞ 

 使いやすさを数値的に表すことができると更に説得力が増したと思う。 

＜河合＞ 

 課題が変わってしまった時に、プレゼンの構成の仕方はどのようにしたらよいか。 

＜伊藤＞ 

 課題を何故変えたのか、その発見の方が大事なので、発見のプロセスを含めてプレゼ

ンを行えば良い。 

＜宮地＞ 

 問題と課題は異なり、CO２削減や海洋のことなど様々な問題の中の、どの課題を解決

したいのか、ということだが、課題が変わることはよくあることで、なぜ変わったの

か、そのプロセスを含めて説明することが大事。失敗することも、その失敗の道筋が確

認できれば成果になる。 
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５ 教育課程表 

教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ ３

２ ２ 　

２ 　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３ ２

２ ２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

４ ４　　４

保健 ７～８ ２ ２ 　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ ３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　３

２～18 ４ 　３

２～12 ３ ２ 　２

２～４ ２

２～８ ２ ２

２～８ ２ 　２

２～６ ２

２～８ ２

２～８ 　２

２～８

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

　

11～17

物 理 基 礎

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

体 育

数 学 Ａ

科 学 と 人 間 生 活

12～18

音 楽 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

電 子 機 械

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

生 産 技 術

自 動 車 工 学

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

１ １

□ □ □

29～3129～3229

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

工業

29

イ ン タ ーンシップ １ １◆

・３年の「物理」は、「原動機」と「電子機械」との選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

地歴

　　　　　　　工業・機械科 週当たり授業時数

課 題 研 究

機 械 実 習

工 業 情 報 数 理

機 械 工 作

機 械 設 計

原 動 機

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

教

　

科

芸術

１年 ２年

標

準

単

位

数

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

29

10

数 学 Ⅱ

現 代 の 国 語

言 語 文 化

文 学 国 語

科目別
科

　

目

３年

機 械 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

公 共

数 学 Ⅰ
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５ 教育課程表 

教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ ３

２ ２ 　

２ 　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３ ２

２ ２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

４ ４　　４

保健 ７～８ ２ ２ 　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ ３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　３

２～18 ４ 　３

２～12 ３ ２ 　２

２～４ ２

２～８ ２ ２

２～８ ２ 　２

２～６ ２

２～８ ２

２～８ 　２

２～８

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

　

11～17

物 理 基 礎

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

体 育

数 学 Ａ

科 学 と 人 間 生 活

12～18

音 楽 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

電 子 機 械

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

生 産 技 術

自 動 車 工 学

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

１ １

□ □ □

29～3129～3229

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

工業

29

インターンシップ １ １◆

・３年の「物理」は、「原動機」と「電子機械」との選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

地歴

　　　　　　　工業・機械科 週当たり授業時数

課 題 研 究

機 械 実 習

工 業 情 報 数 理

機 械 工 作

機 械 設 計

原 動 機

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

教

　

科

芸術

１年 ２年

標

準

単

位

数

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

29

10

数 学 Ⅱ

現 代 の 国 語

言 語 文 化

文 学 国 語

科目別
科

　

目

３年

機 械 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

公 共

数 学 Ⅰ
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ ３

２ ２ 　

２ 　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３ ２

２ １

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

４ ３　　　３

保健 ７～８ ２ ２ 　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

４ ３

外国語 ２ 　２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　３

２～18 ４ 　４

２～12 　２

２～４ ２

２～10 ５ １

２～６ ２ 　３

２～６ ２ 　３

２～６ ２ ２

２～６ ２

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

　

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

15～18

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

音 楽 Ⅰ

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

芸術

科目別

週当たり授業時数
教

　

科

１年 ２年

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

電 子 計 測 制 御

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

課 題 研 究

電 気 実 習

工 業 情 報 数 理

電 気 回 路

電 気 機 器

電 力 技 術

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

工業

イ ン タ ーンシップ １

電 子 技 術

電 気 製 図

地歴

　　　　　　　工業・電気科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

物 理 基 礎

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

現 代 の 国 語

言 語 文 化

文 学 国 語

数 学 Ⅰ

１

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

１◆

29～3129～32

29

10

29

□ □

29

・３年の「物理」は、「電子技術」または「電子計測制御」と「電気回路」との

  選択とする。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

11～14

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

１ １

□
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４    ３

２ ２ 　

２ 　 ２

３ 　　　　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３       ２

２ 　 ２

２ 　　　　 ２ ３

２ 　　　　 １

２ ２

理科 ２ ２

４ ３

保健 ７～８ ２ ２    ３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ 　 ３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～１ ０～１

２～６ ３

２～６ 　 ３

２～18 ４    ３

２～12

２～４ ２

２～10 ３ ２

２～10

２～８ ２ ２

２～10 ２

２～８    ２

３ 　　　　 ３

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～２ ０～１

１～７

11～21

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

・３年の「ネットワーク技術」は、「数学Ｂ」と「数学Ｃ」との選択とする。

・３年の「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

教

　

科

芸術

１年 ２年

29

インターンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

　　　　　　　工業・情報技術科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

工業

物 理 基 礎

１ １

□ □ □

29～3029～3129

　

電 気 回 路

電 子 回 路

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 技術

ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ 技 術

工 業 情 報 数 理

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

世 界 史 探 究

地歴

数 学 Ａ

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

数 学 Ⅰ

音 楽 Ⅰ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

公 共

・自立活動については、巡回通級を実施する。

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｳ ｪ ｱ 技 術

情 報 技 術 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 ８～18

ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ 技 術

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

課 題 研 究

情 報 技 術 実 習
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４    ３

２ ２ 　

２ 　 ２

３ 　　　　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３       ２

２ 　 ２

２ 　　　　 ２ ３

２ 　　　　 １

２ ２

理科 ２ ２

４ ３

保健 ７～８ ２ ２    ３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ 　 ３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～１ ０～１

２～６ ３

２～６ 　 ３

２～18 ４    ３

２～12

２～４ ２

２～10 ３ ２

２～10

２～８ ２ ２

２～10 ２

２～８    ２

３ 　　　　 ３

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～２ ０～１

１～７

11～21

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

・３年の「ネットワーク技術」は、「数学Ｂ」と「数学Ｃ」との選択とする。

・３年の「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

教

　

科

芸術

１年 ２年

29

イ ン タ ー ンシ ップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

　　　　　　　工業・情報技術科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

工業

物 理 基 礎

１ １

□ □ □

29～3029～3129

　

電 気 回 路

電 子 回 路

ﾌ ﾟ ﾛ ｸ ﾞ ﾗ ﾐ ﾝ ｸ ﾞ 技術

ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ 技 術

工 業 情 報 数 理

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

世 界 史 探 究

地歴

数 学 Ａ

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

数 学 Ⅰ

音 楽 Ⅰ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

公 共

・自立活動については、巡回通級を実施する。

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

ﾊ ｰ ﾄ ﾞ ｳ ｪ ｱ 技 術

情 報 技 術 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 ８～18

ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｪ ｱ 技 術

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

課 題 研 究

情 報 技 術 実 習
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４     ３

２ ２ 　

２ 　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３     ２

２  ２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

４ 　　　　３

保健 ７～８ ２ ２     ３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ ３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ２

２～６ 　  ３

２～18 ３     ３

２～12 ２ ３     ３

２～４ ２

２～８ ２ ２

２～８ ２

２～８ ２

２～８     ２

２～４     ２

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

建 築 施 工

建 築 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 13～18

建 築 法 規

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

課 題 研 究

建 築 実 習

工 業 情 報 数 理

物 理 基 礎

建 築 構 造

数学

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

工業

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

家 庭 基 礎

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 Ａ

数 学 Ⅰ

言 語 文 化

文 学 国 語

地歴

□ □

29～3129～32

１ １

□

29

建 築 計 画

建 築 構 造 設 計

　

音 楽 Ⅰ

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

教

　

科

芸術

１年 ２年

29

インター ンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

　　　　　　　工業・建築科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

11～16
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ 　　　３

２ ２ 　

２ 　 ２

１ 　 １

２ ２

１ １

３ ３

４ ４

３ 　　   　２

２ 　　　２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

２ 　　　２

保健 ７～８ ２ ２ 　　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

４ ３

４ 　　　３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　　　４

２～18 ３ 　　　４

２～12 ３ ３

２～４ ２

２～６ ２

２～６ ２

２～８ ２

２～６ 　　　２

２～８ 　　　２

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

土 木 施 工

土 木 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 12～14

１ １

□

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

工業

課 題 研 究

土 木 実 習

工 業 情 報 数 理

測 量

土 木 基 盤 力 学

土 木 構 造 設 計

社 会 基 盤 工 学

数学

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

化 学 基 礎

保 健

美 術 Ⅰ

物 理 基 礎

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

地歴

歴 史 総 合 演 習

公民
公 共 演 習

数 学 Ⅰ

数 学 Ｃ

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

29～3129～32

□ □

15～17

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

29

　

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

教

　

科

芸術

１年 ２年

29

インター ンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

　　　　　　　工業・土木科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

外国語

音 楽 Ⅰ
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ 　　　３

２ ２ 　

２ 　 ２

１ 　 １

２ ２

１ １

３ ３

４ ４

３ 　　   　２

２ 　　　２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

２ 　　　２

保健 ７～８ ２ ２ 　　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

４ ３

４ 　　　３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　　　４

２～18 ３ 　　　４

２～12 ３ ３

２～４ ２

２～６ ２

２～６ ２

２～８ ２

２～６ 　　　２

２～８ 　　　２

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

土 木 施 工

土 木 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 12～14

１ １

□

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

工業

課 題 研 究

土 木 実 習

工 業 情 報 数 理

測 量

土 木 基 盤 力 学

土 木 構 造 設 計

社 会 基 盤 工 学

数学

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

化 学 基 礎

保 健

美 術 Ⅰ

物 理 基 礎

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

地歴

歴 史 総 合 演 習

公民
公 共 演 習

数 学 Ⅰ

数 学 Ｃ

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

29～3129～32

□ □

15～17

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

29

　

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

教

　

科

芸術

１年 ２年

29

インターンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

３年

　　　　　　　工業・土木科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

外国語

音 楽 Ⅰ
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ 　 　　３

２ ２ 　

２ 　 ２

公民 ２ ２

３ ３

４ ４

３ 　   　２

２ 　　２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

４ 　    　　　３

保健 ７～８ ２ ２ 　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ３

４ 　　３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ３

２～６ 　　３

２～18 ６ 　　３

２～12 ２

２～４ ２

２～８

２～10 ３ ４ 　　２

２～８ 　　５

２～８

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

文 学 国 語

科目別
科

　

目

３年

工業

インターンシップ １

家 庭 基 礎

地 球 環 境 化 学

　

数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

数学

物 理 基 礎

物 理

保 健

美 術 Ⅰ

地歴

　　　　　　　工業・システム化学科 週当たり授業時数

課 題 研 究

ｼ ｽ ﾃ ﾑ 化 学 実 習

工 業 情 報 数 理

工 業 管 理 技 術

工 業 化 学

化 学 工 学

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

教

　

科

芸術

１年 ２年

標

準

単

位

数

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

ｼ ｽ ﾃ ﾑ 化 学 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

現 代 の 国 語

言 語 文 化

公 共

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

１ １

□

29

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

29

10

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

地 理 総 合

歴 史 総 合

体 育

科 学 と 人 間 生 活

13～18

音 楽 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

数 学 Ⅰ

11～16

□ □

29～3129～32

29

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

１◆
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ 　　　３

２ ２ 　

２ 　 ２

１ 　 　　　１

２ ２

１ 　　　１

３ ３

４ ４

２ 　　　２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

２ 　　　２

保健 ７～８ ２ ２ 　　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

４ ３

４ 　　　３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ２

２～６ 　　　５

２～18 ２ ６ 　　　６

２～12 ２ ２

２～４ ２

２～８ ２

２～４ ２

２～４ 　　　２

１ 　　　１

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

デザイン 実践演習

デ ザ イ ン 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 14専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

デ ザ イ ン 実 践

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

教

　

科

１年 ２年 ３年

工業

地歴

歴 史 総 合 演 習

デ ザ イ ン 材 料

デ ザ イ ン 史

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

15

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

課 題 研 究

デ ザ イ ン 実 習

インター ンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

　　　　　　　工業・デザイン科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

公 共 演 習

物 理 基 礎

数 学 Ⅰ

　

保 健

美 術 Ⅰ

化 学 基 礎

音 楽 Ⅰ

工 業 情 報 数 理

数学 数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

芸術

公民

外国語

・自立活動については、巡回通級を実施する。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

１ １

□

29

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

□ □

29～3129～32

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

29
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教科別

自由 自由

選択 選択

２ ３

国語 ２ ２ 　 　

４ 　　　３

２ ２ 　

２ 　 ２

１ 　 　　　１

２ ２

１ 　　　１

３ ３

４ ４

２ 　　　２

２ １

２ １

２ ２

理科 ２ ２

２ 　　　２

保健 ７～８ ２ ２ 　　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

４ ３

４ 　　　３

２

１ 　 １

１ 　 １

家庭 ２ ２

19 19 ０～２ ０～２

２～６ ２

２～６ 　　　５

２～18 ２ ６ 　　　６

２～12 ２ ２

２～４ ２

２～８ ２

２～４ ２

２～４ 　　　２

１ 　　　１

校外学

修活動

10 ０～１

29 ０～３ ０～２

１～７

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

デザイン実践演習

デ ザ イ ン 製 図

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

合　　　　　　 計

１

29

10 14専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

デ ザ イ ン 実 践

科目別

現 代 の 国 語

週当たり授業時数

言 語 文 化

文 学 国 語

教

　

科

１年 ２年 ３年

工業

地歴

歴 史 総 合 演 習

デ ザ イ ン 材 料

デ ザ イ ン 史

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ演習

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ演習

家 庭 基 礎

15

英語ｺﾐｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅡ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅠ

英語ｺﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝⅢ

課 題 研 究

デ ザ イ ン 実 習

インターンシップ １ １◆

標

準

単

位

数

科

　

目

　　　　　　　工業・デザイン科

体 育

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ⅱ

地 理 総 合

歴 史 総 合

公 共

公 共 演 習

物 理 基 礎

数 学 Ⅰ

　

保 健

美 術 Ⅰ

化 学 基 礎

音 楽 Ⅰ

工 業 情 報 数 理

数学 数 学 Ａ

数 学 Ｂ

数 学 Ｃ

芸術

公民

外国語

・自立活動については、巡回通級を実施する。

・２年の「インターンシップ」は、希望者のみ行う。

１ １

□

29

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

□ □

29～3129～32

・２年の「数学Ｃ」、「英語コミュニケーションⅠ演習」は自由選択とする。

・３年の「数学Ｂ」、「英語コミュニケーションⅡ演習」は自由選択とする。

29
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２年 教科別

２ 　 　　２

２ ４ 　 　

４ 　　 　　２

２ １ 　　　　 １

２ ２ 　

３ 　 　２ 　　　　　 ２

２ ２

１   １　　２

２ ２

１   １

２ ２

２ 　　　２

４ 　　 　　　２ 　　　　４

２ 　　　　　 ※ 　　　　※

４

１ 　１　　１  ２

１   １

保健 ７～８ ２ ２ 　　　３

体育 ２ １ １

２ ２

２

３ ３

外国語 ４ ４

４ 　　　４

２ 　　　２

家庭 ２ ２

18 18

２～６ ３

２～６ 　　  ３

２～４ ２ 　　  ２

２～６ ２ ２

２～10 ２ ２ 　　  ３

３～９ ６

７～15 ５ 　　　５

１～９ ２

1 　　　１

13

31

１～７ □

31

１

科目別
科

　

目

３年
教

　

科

週当たり授業時数

１年

標

準

単

位

数

　　　　　　　工業・理数工学科

工業

保 健

美 術 Ⅰ

歴 史 総 合

芸術

体 育

生 物 基 礎

科 学 と 人 間 生 活

13～14

音 楽 Ⅰ

課 題 研 究

工 業 情 報 数 理

工 業 化 学

工 業 技 術 英 語

共 通 教 科 計

工 業 技 術 基 礎

公 共

家 庭 基 礎

理科

現 代 の 国 語

言 語 文 化

言 語 文 化 演 習

生 物

物 理 基 礎 演 習

生 物 基 礎 演 習

公 共 演 習

物 理 基 礎

物 理

・教科｢工業｣科目｢工業情報数理｣で教科｢情報｣科目｢情報Ⅰ｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢工業化学｣で教科「理科」科目｢化学基礎｣を代替する。

・教科｢工業｣科目｢課題研究｣で｢総合的な探究の時間｣を代替する。

専 門 教 科 計

教 科 合 計

自 立 活 動

１

□ □

3131

・２年の「物理基礎」または「生物基礎」を選択した者は、２、３年で継続して

31

「物理」または「生物」を選択履修する。

・２年の「物理基礎」と「物理」または「生物基礎」と「生物」は、２科目を組合

礎」を４月から10月まで、「物理」または「生物」を10月から３月まで履修する。

・３年の「地理探究」は、「歴史総合演習」と「公共演習」、「物理基礎演習」

１

31

13

国語
文 学 国 語

17～18

地 理 総 合

地 理 探 究

英語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ

地歴

歴 史 総 合 演 習

公民

英語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ

英語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

理数

せて年間を２つの期間に分割し、特定の期間に行う。「物理基礎」または「生物基

備　　　　　　 考

特別活動 ホームルーム活動

または「生物基礎演習」と「理数数学ⅠⅡ特論演習」との選択とする。

・２年理数工学科における「科目名：理数数学Ⅱ」の５単位は、工業科に関する

教科・科目に含める。

・自立活動については、巡回通級を実施する。

理数数学ⅠⅡ特論演習

理 数 数 学 特 論

理 数 数 学 Ⅰ

理 数 数 学 Ⅱ

合　　　　　　 計
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